
Y-cat 2体破損 保護チェーンを設置

市長記者会見資料

５ . ７ . １ ９

文 化 振 興 課

７月17日

（破損後）

８月には修復したものを再度設置予定。ぜひ大切に扱ってください。

７月１３日

（設置日）
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総合戦略室

森記念財団 「日本の都市特性評価 ２０２３」

【対象】 全国１３６都市 （政令指定都市／都道府県庁所在地／人口17万人以上の都市）

都市特性評価ランキング上位１０都市

順位（前年順位） 都市名 人口 合計スコア

１ （１） － 大阪市 ２７５万人 1237.2

２ （４） ↑ 横浜市 ３７８万人 1152.1

３ （５） ↑ 名古屋市 ２３３万人 1138.3

４ （３） ↓ 福岡市 １６１万人 1138.1

５ （２） ↓ 京都市 １４６万人 1129.3

６ （６） － 神戸市 １５３万人 1010.8

７ （７） － 仙台市 １１０万人 976.8

８（１０） ↑ 松本市 ２４万人 949.0

９ （８） ↓ 金沢市 ４６万人 948.1

１０（１２） ↑ 札幌市 １９７万人 929.4

（注１）カッコ内は２０２２年順位
（注２）人口は令和２年国勢調査（確定値）の

値から単位未満を四捨五入

出典
一般財団法人
森記念財団 都市戦略研究所
日本の都市特性評価２０２３

松本市 過去最高の８位

▶過去の順位

2018年 1３位
2019年 10位
2020年 10位
2021年 9位
2022年 10位

【評価指標】 ６分野 8６項目（統計資料・住民アンケート）からスコア算出
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総合戦略室

「住みやすさと自然環境が魅力の戦略的観光都市」
生活・居住できわめて高い評価を得ている松本市は、今年は「居住環境」の指標グループでスコアを上げ、

さらにその強みを伸ばす結果となった。居住者へのアンケートをもとにした指標である、居住環境の満足度
で高評価を得たことがその要因の一つに挙げられる。環境の評価も高く、スコアを落とすものの順位を上げ
た。これもアンケート指標である自然環境の満足度の評価が高かったことがその背景にある。文化・交流も
比較的高評価であり、観光客誘致活動では１３６都市中1位を獲得するなど、同市の環境政策が見てとれる。

出典
一般財団法人
森記念財団 都市戦略研究所
日本の都市特性評価２０２３

森記念財団 「日本の都市特性評価 ２０２３」

松本市 過去最高の８位

【指標】
・学術・開発研究機関従事者割合
・トップ大学数
・論文投稿数
・グローバルニッチトップ企業数（*）
・特許取得数

(*) 経済産業省グローバルニッチトップ企業
１００選に掲載されている企業の本社、営業所、
事業所数などを合算した数値
（参考）松本市に１００選の企業の本社なし

【指標】
・公共交通の利便性
・交通渋滞の少なさ
・新幹線の利用しやすさ
・都市のコンパクトさ
・自転車の利用しやすさ など

自然環境の満足度で
高評価

居住環境の満足度で
高評価
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地 域 づ く り 課

若者（15歳～34歳）が提案する市の魅力向上や地域課題解決するための事業に
補助金を交付（◆交付上限額：１０万円 ◆補助率：１０分の１０以内）

No 事業名 団体名 団体の構成

１ 鉄道上高地線及び沿線の魅力発信事業 しましま本店実行委員会 大学院生１名、一般２名

２ 若手移住者と地域住民のつながり構築・松本の新たな価値創造 ユウビレ 一般４名

３ 上高地線謎解きイベント 上高地線活性化プロジェクト 高校生５名、（一般１名）

４ ３Aフェス～“きこえる人”と“きこえない人”がつながる社会へ ３Ａフェス実行委員会 中学生39名、（一般１名）

５ 女鳥羽川くさかり10分間デザイン 女鳥羽川デザイン企画室 大学生５名

６ デザイン力を“アゲル”スキルアッププロジェクト Design Lab WAKAMATSU 大学生５名

７ ワンダリングチャレンジ in MATSUMOTO 一般社団法人KOKO 一般４名

８ 白樺新聞 白樺新聞社 一般10名

補助金の概要

交付額計：４９２千円

若者チャレンジ応援事業補助金

若者の参画でもっと魅力的な松本に

応募１１事業の中から、地域づくり市民委員会の選考により、８事業を交付決定



５ 女鳥羽川くさかり10分間デザイン４ ３Aフェス～“きこえる人”と“きこえない人”
がつながる社会へ

１ 講演会
講師：一般社団法人手話エンターテイメント発信団ｏｉｏｉ

２ 総合的学習の地域発信
・松本周辺、松本城の見学（手話観光ガイド）
・ものづくりの体験（お菓子づくりのワークショップ、そばチュロス）
・環境にやさしい素材を使ったものづくり（ペーパークラフト、木箱）

総合的な学習での活動や学びを地域に共有し、
共生社会を築くきっかけとする。

女鳥羽川での地域住民交流イベントを通して、
コミュニティの活性化を図る。

１ 草刈り活動
・各町会の河川清掃への参加
・学生による草刈り活動

２ 10分間デザイン

草刈り活動後に、地域住民がくつろぎ、楽しめる企画を実施

（３Ａフェス実行委員会/中学生39名、一般1名） （女鳥羽川デザイン企画室/大学生５名）

補助経費 補助経費

・備品購入費
（草刈り機、ビブス等）

【具体的な事業の例】

・講師謝礼
・交通費
・宿泊費
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地 域 づ く り 課

若者チャレンジ応援事業補助金

若者の参画でもっと魅力的な松本に



姉妹都市提携日
1958(S３３)年11月29日

訪 問 日 程

７/２３（日）

・メンデンホール市長・議会表敬訪問

・気候変動に関するパネルディスカッション

・姉妹都市提携６５周年記念式典

７/２４（月）
・開拓記念パレードへの参加

・友好記念植樹

直近１０年の両市による交流

2013(H25)年 55周年記念公式訪問・来松

2018(H30)年 中高生ホームステイ訪問事業（姉妹提携委員会）

60周年記念公式訪問・市民訪問団来松

訪問者：臥雲市長、上條議長、赤羽商工会議所会頭、姉妹提携委員会 19名

姉妹都市提携６５周年記念

ソルトレークシティ公式訪問

市長記者会見資料
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人権共生課

🛫松本市の訪問団が5年ぶりに姉妹都市のアメリカ ソルトレークシティを訪問します🛫

松本市長の訪問：過去13回
周年記念での訪問、
ソルトレーク五輪 等

ソルトレーク市民は、提携以前から日本と深い係わりを持っており、ソルトレークシティと関係が深かったジャパン
タイムス渉外部長故村山氏（旧制松本中学卒）が尽力し、両市の提携が実現。（当時全国で13番目の姉妹提携）

気候・風土・自然環境が松本市に近い


